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30年ほど前、北米ボ
ストンにある病院に見
学に行ったときのこと
です。その日は専門看
護師Aさんに終日密着し
ていました。その方は
皮膚管理とリハビリ
テーションに関すること

を専門にされていました。相談依頼のあったB看
護師がいる病棟に到着したとき、B看護師と若い
医師がムスッとした表情で見合っていました。「こ
の皮膚状況にはこの軟膏と思っているが、医師は
異なるものを処方しようとしている。あなたはど
う思うか。」といったやりとりのようでした。中堅
看護師と若手医師のバトルは世界共通なのでしょ
うか。会話の詳細は聞き取れませんでしたが、そ
の状況は私にとっても日常の風景でした。Aさん
の見立てでB看護師の判断に軍配が上がりました。
「適切な判断でしたね。」と B看護師を褒めるのか
と思いきや「患者さんのためにどちらも懸命に考
えている。私は少し手伝っただけ。自分の担当患
者に対する責任ある行動に敬意を表します。」とA
さんはB看護師だけでなく医師にも感謝し、その
場を離れました。当時の臨床看護師としての自分
は「私はこんなに考えているのに医師は、先輩は
わかってない」と嘆いてばかりでしたから、この
Aさんの専門看護師としての、そして管理者とし
てのスタッフへの対応にただただ感動し、日々の
自分の行動を猛省したのは言うまでもありません。
以後、さまざまな場面で「彼女だったらどのよう

に患者を支援し、スタッフを励ますだろうか」と
振り返るようになりました。
東邦看護学会のこの巻頭言を考えていたとき、
若い病院看護師たちから「今年は看護研究の当番。
嫌だな。」という言葉が聞こえてきました。そして、
ふとこの場面が浮かびました。あのとき、B看護
師がAさんを呼んで相談したのは「研究の威力を
知っていた」からではないだろうか。Aさんは分
厚いファイルをいつも片手に持って病棟を回って
いました。そのファイルの中には研究論文もぎっ
しり入っていました。判断のための根拠資料です。
「豊富な経験だけでなく研究での裏付けがないと私
の判断は支持されない、医師を説得できない。そ
して、私にはまだできない。しかし、Aさんなら・・・」
とB看護師は閃いたのでしょう。
「そろそろ院内研究に取り組んでほしい」と声を
かけられる看護師は新人ではなく中堅になりかけ、
日々の業務でも他者に頼ることなく自分の判断で
業務に取り組める方々だと思います。だからこそ、
B看護師のように判断で衝突することもあるで
しょう。ぜひ A さんのように研究を生かし他者を
説得できるような看護師になってほしいと思いま
す。しかし、その前に身近にいるAさんを見つけ
て相談してください。Aさん見つけの早道が「研
究ってどんなもの」と知ることだと思います。知
るための早道は一度やってみることです。食わず
嫌いとなりませんように。
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第16回東邦看護学会学術集会のテーマは「療養
環境再考」です。ケア提供の場の細分化が進んで
います。救命救急センター・ICU のほか各疾患別
および周産期・小児の専門の高度医療提供の場、
精神疾患・感染症など特殊な室内構造を求められ
る場、緩和ケア・回復期リハビリテーション・地
域包括ケア病棟など「療養」という言葉が前面に
出てくる場、そして、生活が主となる高齢者施設。
これらすべての場に看護職は関わり、その場に合っ
た、その場を生かした看護を創意工夫しながら提
供しています。しかし、環境を生かした看護を実
践していることをどれだけの看護師が意識してい
るでしょうか。目の前の業務に追われ、意識から
遠のいてしまっているのが現状ではないかと危惧
しています。そこで本学術集会では、この環境だ
からできる・している看護を振り返り、看護にお
ける療養環境の意義について再考する機会とした
いと思っています。

また、演題の募集として研究、実践報告のほか、
「研究シーズの発掘－日々の取り組みを研究的視点
で見直す－」を目的とした日々の取り組み報告も
募ります。自分たちの職場の問題として取り組ん
でいることが、実は多くの看護者たちの共通した
課題であることがあります。そのような課題は研
究として取り組み公表することで、さらなる発展
につながると考えています。まずはその種を見出
すための情報交換および討議をしたいと思います。
募集する取り組み報告例を下記に示します。

委員会活動：今までの活動での成果や動き出した
ばかりの新たな試み

有志の活動：ある志のもと集まった仲間での活動

研究・実践の成果や日々の取り組みなどさまざ
まな側面から、看護を考え、自身を振り返る学術
集会となればと思っています。皆様のご参加をこ
ころよりお待ちしています。
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